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１）海洋深層水の利用について 

深海や海洋の総合的な技術情報の御提供を東京大学・高知大学名誉教授の高橋先生に賜っていると

ともに、（独）海洋研究開発機構（JAMSTEC）様にも多くの深海情報を提供いただきました。当ニュー

スの主旨である海洋深層水利用については下記の通りです。 

① 温度差：海洋温度差発電（佐賀大学様からの技術情報提供を活用） 

深海に海洋温度差発電用取水口を設けて、BLUE GRADEN に設置している熱機関で発電します。低

緯度海域に設置した場合を想定し、海面との約 20℃の温度差を利用します。想定発電量は 100MW。

余剰電力は水素等で輸出の可能性も視野にいれています。 

② 圧力差：逆浸透膜式海水淡水化 

深海に海水淡水化用の深層水取水口を設け、逆浸透膜式海水淡水化をおこないます。ろ過膜の一

種であり、水以外の不純物は透過しない性質を持つ膜を利用します。水と不純物を分離するために

浸透圧以上の圧力をかける必要があり、この圧力に深海の水圧差を活用します。 

③ 栄養塩：未来型沖合養殖（水産総合研究センター様からの技術情報提供を活用） 

深海の深層水取水口と発電に利用した後の深層水や淡水化用の海水の一部を用いて、未来型の沖

合養殖を企画しています。深さ 300m、直径 200～1000メートルの円型の囲い壁を海面に何種類か浮

かべ、深海冷水の温度を利用して水温を調整することで、魚の種類に応じた養殖が同じ海域で可能

になります。また、底のない囲い壁型の養殖池とすることで餌や糞が溜まらず、きれいな沖合の水

と多くの養分を含んだ深層水を有効に活用することで、単に食糧を確保するだけではなく、おいし

く衛生的な高級ブランド魚を育てることが出来ます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

－1,5 0 0 m 
2~3 ℃ の 
沖合養殖 
温度調整用 
 

－1,00 0 m 
10-15℃ の 
温度差発電用 
 

BLUE GRADEN 

－２,5 0 0 m 
海水淡水化用 
 

図１ 海洋深層水の取水口 

図２ 未来型沖合養殖の養殖池イメージ図 
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２）立地バリエーション 

① 地域特性から見た立地想定 

・沿岸地域の海：各国排他的経済水域内の離島活性化 
・海洋島国の海：太平洋上の島嶼国の海面上昇対策 
・砂漠地域の海：中東やアフリカの海で快適深海居住 

 
 
 
 
 
 
 
 

② 海底地形から見た立地想定 

深海平原（水深 3000ｍ～5000ｍ）、コンチネンタルライズ（水深 3000ｍ～4000ｍ）のような海底

に広がる平坦な海域を想定しています。 

 
 

 
 

３）産学連携 

OCEAN SPIRAL 実現のためのプロセスとして、当社は今後、技術的課題を明確化すると共に、 設計・

建設・運用の必要技術を確立していく予定です。さらに、産学連携や企業連携により「現在の先端 研

究」 を「将来の先端 産業」 に発展･進化するためのプロジェクトを支援し、先行研究開発で連携し、

実用化に取り組みます。 

 

深海未来都市構想 OCEAN SPIRAL に技術情報を提供していただいた方々 

 

 

 

 

 

図３ 地域特性から見た立地イメージ図 

図４ 海底地形から見た立地想定 

イラスト： 細密画工房 横山伸省 

深海平原 深海平原 コンチネンタルライズ 

●学識経験者 技術情報提供 
 ・海洋生態系、海洋深層水 関連 
  東京大学名誉教授 高橋正征先生 
 ・海洋温度差発電 関連 
  佐賀大学教授 池上康之先生  

●深海全般 技術情報提供 
 （独）海洋研究開発機構(JAMSTEC) 
 

●専門分野別 技術情報提供 
 ・水産資源、養殖 関連 
   （独）水産総合研究センター 
  ・樹脂コンクリート、樹脂素材 関連 
   昭和電工株式会社 
 ・水槽用大型アクリル板施工 関連 
   日プラ株式会社 


